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AlandeSouzaRodrigues 

(論文審査結果の要旨)

ヒトの行動選択は,試行錯誤により学習する場合やこれまでの知識を利用する

場合などがある.これらはいずれも強化学習の枠組みで説明することができ,

それぞれモデルフリー強化学習,モデルベースド強化学習と呼ばれる.本研究

は,この仮説をヒトを用いた行動実験によって実証するとともに,川R Iを用い

た脳活動計測により,行動選択に関与している部位を特定したものである.

本研究では ｢グリッドセイリングタスク｣を用いる,キーを押 してカーソルを

スター トからゴールまで移動させる課題であり,押したキーとカーソルの移動

方向の関係 ( KM)は既知または未知である.また,スター トとゴールの位置 (SG)

も既知または未知である.

行動実験の解析により,未知 Kh未知 S Aには,モデルフリー強化学習l Gの場合 ()
と符合する成績カーブが得られた.既知 Khl未知 SGの場合 ( B)には内部モデルに

よる予測が可能となるため,モデルベースド強化学習と符合する成績カーブが

得られた.また,既知 KM G Cには覚えている解を思い出すメモリ既知 Sの場合 ()

ベースの戦略が可能であるため,非常に早くよい成績を得るという成績カーブ

が得られた.

また,それぞれの条件における脳活動を fMRIで調べ,各試行の mlと SGの提示

から行動開始までの準備期間中に ( A)では内側眼窟前頭皮質,腹内側線条体およ

び左小脳, ( B)では背外側前頭前皮質,背内側線条体および右小脳, (C)では補

足運動野,背外側線条体および右前小脳における賦活を明らかにした,

以上をまとめると,本論文は,ヒトの行動選択の 3種類の学習様式のモデルを

提唱し,行動実験および脳画像解析によって実証したものであり,脳機能の解

明において非常に重要な知見を示したものである.したがって,博士 (理学)

の学位に値するものと認められる.


